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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）；
（Ａ）アジピン酸ジイソプロピル、
（Ｂ）（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体の水分散物であって、
共重合体を構成するモノマーが、（メタ）アクリル酸０．０１～２０質量％、炭素数１～
４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル１５～９９．９質量％、炭素数５～
２２のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル０～４０質量％であり、共重合体
のＳＰ値が９．９～１１．４である水分散物
を含有し、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合が、（Ａ）／（Ｂ）＝５／１００～３５／
１００であるまつ毛用化粧料。
【請求項２】
　成分（Ａ）を、全組成中に０．０５～１０質量％含有する請求項１記載のまつ毛用化粧
料。
【請求項３】
　成分（Ｂ）を、全組成中に共重合体の固形分として０．５～２５質量％含有する請求項
１又は２記載のまつ毛用化粧料。
【請求項４】
　さらに、（Ｃ）固体脂を含有する請求項１～３のいずれか１項記載のまつ毛用化粧料。
【請求項５】
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　成分（Ｃ）を、全組成中に２～５０質量％含有する請求項４記載のまつ毛用化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、まつ毛用化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マスカラにおいては、耐水性がありながら、温水でクレンジングできるという、化粧持
続性とクレンジング性の両立が求められている。このようなマスカラとして、例えば、ポ
リウレタンの水分散物と半結晶性ポリマーとを含有する化粧品組成物（特許文献１）や、
ポリウレタンの水分散物とナトリウム＝Ｎ－オクタデシルフタラメートとを含有する化粧
品組成物（特許文献２）等が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２６５３９号公報
【特許文献２】特開２００３－１３７７３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、これらのマスカラは、化粧持続性とクレンジング性を両立させるために
、ポリウレタン等の皮膜形成性ポリマーを多量に含有する必要があり、ワックスの含有量
を増やせないことから（特許文献１の実施例では、ワックスを含有せず、特許文献２では
、６質量％を含有するのみである）、ボリュームを出す効果が不足するという問題が生じ
た。また、ワックスを含有した場合には、化粧持続性とクレンジング性を両立する効果が
十分でなくなってしまうという問題も生じた。
【０００５】
　本発明の課題は、化粧持続性とクレンジング性を両立しながら、同時にボリューム感を
出す効果が高いまつ毛用化粧料を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、特定の有機化合物と特定の皮膜形成性ポリマーを組み合わせることによっ
て、化粧持続性とクレンジング性を両立しながら、同時にボリューム感を出す効果が高い
まつ毛用化粧料が得られることを見出した。
【０００７】
　本発明は、次の成分（Ａ）及び（Ｂ）；
（Ａ）アジピン酸エステル、コハク酸エステル、クエン酸エステル、ポリプロピレングリ
コール及び芳香族アルコールから選ばれる１種以上の有機化合物、
（Ｂ）（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体の水分散物であって、
共重合体を構成するモノマーが、（メタ）アクリル酸０．０１～２０質量％、炭素数１～
４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル１５～９９．９質量％、炭素数５～
２２のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル０～４０質量％であり、共重合体
のＳＰ値が９．９～１１．４である水分散物
を含有するまつ毛用化粧料を提供するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のまつ毛用化粧料は、優れた化粧持続性とクレンジング性を両立しながら、同時
にボリューム感を出す効果が高いものである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　本発明で用いる成分（Ａ）の有機化合物のうち、アジピン酸エステルは、アジピン酸と
炭素数１～８の直鎖又は分岐鎖のアルコールとのエステルが好ましく、例えば、アジピン
酸ジメチル、アジピン酸ジエチル、アジピン酸ジプロピル、アジピン酸ジイソプロピル、
アジピン酸ジブチル、アジピン酸ジイソブチル等が挙げられる。特に、アジピン酸ジイソ
プロピルが、化粧持続性とクレンジング性の両立の点で好ましい。
【００１０】
　成分（Ａ）のコハク酸エステルは、コハク酸と炭素数１～８の直鎖又は分岐鎖のアルコ
ールとのエステルが好ましく、例えば、コハク酸ジメチル、コハク酸ジエチル、コハク酸
ジプロピル、コハク酸ジイソプロピル、コハク酸ジブチル、コハク酸ジイソブチル、コハ
ク酸ジアミル等が挙げられる。特に、コハク酸ジブチルが、化粧持続性とクレンジング性
の両立の点で好ましい。
【００１１】
　成分（Ａ）のクエン酸エステルは、クエン酸と炭素数１～８の直鎖又は分岐鎖のアルコ
ールとのエステルが好ましく、クエン酸の水酸基は無置換でも炭素数１～８の直鎖又は分
岐鎖の脂肪酸でエステル化されていても良い。かかるクエン酸エステルとしては、例えば
、クエン酸アセチルトリエチル、クエン酸アセチルトリプロピル、クエン酸アセチルトリ
ブチル、クエン酸アセチルトリペンチル、クエン酸トリエチル、クエン酸トリブチル、ク
エン酸トリアミル、クエン酸トリヘキシル、クエン酸トリス（２－エチルヘキシル）等が
挙げられる。特に、クエン酸アセチルトリブチルが、化粧持続性とクレンジング性の両立
の点で好ましい。
【００１２】
　成分（Ａ）のポリプロピレングリコールは、数平均重合度２～５２のものが好ましく、
数平均重合度３～３４、特に、数平均重合度５～１７のものが、化粧持続性とクレンジン
グ性の両立の点でより好ましい。ポリプロピレングリコールの末端の一方又は両方は、炭
素数１～８のアルコール又は脂肪酸でキャップされていても良い。好ましいポリプロピレ
ングリコールは、重合度２、３、７、１０、１２等のものである。特に、重合度７のポリ
プロピレングリコールが、化粧持続性とクレンジング性の両立の点で好ましい。
【００１３】
　成分（Ａ）の芳香族アルコールとしては、例えば、ベンジルアルコール、ベンジルオキ
シエタノール、フェノキシエタノール等が挙げられる。特に、ベンジルアルコールが、化
粧持続性とクレンジング性の両立の点で好ましい。
【００１４】
　成分（Ａ）の有機化合物は、１種以上を用いることができ、全組成中に０．０５～１０
質量％、特に０．２～２質量％含有するのが、化粧持続性とクレンジング性の両立に優れ
るので好ましい。
【００１５】
　本発明で用いる成分（Ｂ）の共重合体は、構成するモノマーが、（メタ）アクリル酸０
．０１～２０質量％、炭素数１～４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル１
５～９９．９質量％、炭素数５～２２のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル
０～４０質量％であり、好ましくは、（メタ）アクリル酸０．０１～１５質量％、炭素数
１～４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル２５～８０質量％、炭素数５～
２２のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル１０～４０質量％である。このよ
うな割合であるのが、化粧持続性とクレンジング性の両立の点で好ましい。
【００１６】
　成分（Ｂ）の共重合体の（メタ）アクリル酸は、その一部又は全部が中和されていても
良い。中和に用いる塩基としては化粧料に通常用いられるものであれば良く、例えばナト
リウム、カリウム等のアルカリ金属水酸化物；アンモニア、エタノールアミン等のアミン
などが挙げられる。
【００１７】
　成分（Ｂ）の共重合体は、本発明の効果が保たれる範囲で、（メタ）アクリル酸（エス
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テル）以外のビニルモノマーを共重合していても良い。かかるモノマーとしては、スチレ
ン系モノマー、アルキル（メタ）アクリルアミド系モノマー、酢酸ビニル、ビニルピロリ
ドン、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレー
ト、ＰＥＧ（メタ）アクリレート、ジメチルアクリルアミド、ｔ－ブチルアクリルアミド
、スチレンスルホン酸、アクリルアミド－２-メチルプロパンスルホン酸、ジメチルアミ
ノプロピルアクリルアミド、ジエチルアミノエチルメタクリレート等が挙げられる。
【００１８】
　成分（Ｂ）の共重合体のＳＰ値は、Ｆｅｄｏｒ法で計算されるＳＰ値が９．９～１１．
４の範囲であり、１０．１～１０．５の範囲であることがより好ましい。ＳＰ値が９．９
未満では十分な温水洗浄性が得られず、また、１１．４を超えると、耐水性に劣る傾向が
る。
【００１９】
　また、成分（Ｂ）の共重合体は、Ｆｏｘの式で計算されるガラス転移温度（Ｔｇ）が、
－５０～２０℃であるのが好ましく、－４０～１０℃であることが特に好ましい。Ｔｇが
この範囲にあることで、温水洗浄性、耐水性を高度に両立することができる。
【００２０】
　成分（Ｂ）の共重合体の水分散物は、乳化重合法、ソープフリー乳化重合法等の通常の
方法で合成することができる。また、溶液重合等の公知の方法で重合体を得た後、転相乳
化法、溶媒留去法等の既存の技術で分散体を得ることもできる。
【００２１】
　成分（Ｂ）の共重合体の水分散物は、１種以上を用いることができ、全組成中に共重合
体の固形分として０．５～２５質量％含有するのが好ましく、１～２０質量％、さらに、
１．５～１５質量％含有するのがより好ましく、２～１０質量％含有するのが特に好まし
い。
　さらに、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合は、（Ａ）／（Ｂ）＝１／１００～３５／
１００であるのが好ましく、３／１００～２５／１００であるのがより好ましく、５／１
００～２０／１００であるのが特に好ましい。成分（Ａ）と（Ｂ）の質量割合をこの範囲
内にすることにより、高度な化粧持続性とクレンジング性を同時に得られるので好ましい
【００２２】
　本発明の化粧料は、さらに、化粧料に通常用いられる固体脂（ワックス）を含有するの
が好ましい。
　固体脂（ワックス）とは、融点が４０℃以上で水不溶のものをいう。特に融点が６０～
１１０℃のものが好ましく、動物性ワックス、植物性ワックス、鉱物性ワックス、合成ワ
ックス等を用いることができる。具体的には、コメヌカロウ、カルナウバロウ、キャンデ
リラロウ、ヒマワリ種子ロウ、ミツロウ、セレシン、パラフィンワックス、マイクロクリ
スタリンワックス、ポリエチレンワックス、シリコーンワックス、水添ホホバ油等が挙げ
られる。
【００２３】
　固体脂（ワックス）は、１種以上を用いることができ、全組成中に２～５０質量％含有
するのが、ボリューム感を出す効果が高いので好ましく、５～４０質量％、特に７～４０
質量％含有するのがより好ましく、１０～３０質量％含有するのが特に好ましい。固体脂
を２質量％以上、特に７質量％以上とすることで、温水洗浄性と耐水性を維持しつつ、高
いボリューム感を得ることができる。５０質量％を超えると、使用時にダマが発生しやす
く、仕上がりの点で好ましくない。
【００２４】
　本発明の化粧料は、さらに、化粧料に通常用いられる成分、例えばＰＭＭＡ、ナイロン
パウダー、シリカ等の球状粉体；白色顔料、有機顔料、無機顔料、酸化鉄、雲母チタン等
の顔料粉体；ベントナイト、タルク、カオリン等の粉体や、ロングラッシュ効果を高める
ため、繊維を含有することができる。
　各種粉体は、シリコーン、高級脂肪酸、高級アルコール、脂肪酸エステル、金属石鹸、
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アミノ酸、アルキルシラン、アクリルシリコーン、フッ素化合物等により表面処理したも
の、あるいは有機又は無機マイクロカプセル中に内包したもの等を用いることができる。
　粉体は、１種以上を用いることができ、全組成中に１～１０質量％含有するのが好まし
い。
【００２５】
　また、本発明の化粧料は、種々の界面活性剤を含有することができる。界面活性剤とし
ては、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、非イオン界面活性剤、両性界面活性剤
等を単独又は組み合わせて用いることができる。
【００２６】
　本発明の化粧料は、水溶性溶剤、皮膜剤、無機塩、紫外線吸収剤、紫外線散乱剤、保湿
剤、色素、香料、酸化防止剤、金属イオン封鎖剤等を含有することができる。
　水溶性溶剤としては、炭素数１～４の低級アルコール；エチレングリコールモノエチル
エーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル等のエーテル類；炭酸エチレン、炭酸
プロピレン等の炭酸エステル類などが挙げられる。
　皮膜剤としては、水溶性高分子、例えばポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン
、カルボキシメチルセルロース、デンプン等が挙げられる。
【００２７】
　本発明の化粧料は、油中水型、水中油型、あるいはＯ／Ｗ／Ｏ等の複合エマルジョン型
の製剤とすることができる。水及び又は水系溶剤を連続相とする水中油型の乳化分散型の
製剤が、安定性、使用性の点で好ましい。
【００２８】
　本発明の化粧料は、通常の方法に従い、各成分を均一に混合し、攪拌することにより製
造することができる。
　本発明の化粧料は、２５℃におけるＢ型粘度計（形式Ｂ８Ｒ、東機産業社）での粘度が
１０００００～２００００００mPa・s、特に１５００００～１００００００mPa・sである
のが、まつ毛へ塗布した際に、対象物への付着性が向上し、乾燥速度も速く、且つ仕上が
りを良好にすることができるので好ましい。
【００２９】
　本発明のまつ毛用化粧料は、マスカラに通常用いられる塗布具、例えば繊維を針金でね
じったブラシや、コーム形状、コイル形状等の塗布具、樹脂を用いてブラシ形状に成形し
た樹脂成形ブラシなどを用いて適用することができる。
【実施例】
【００３０】
　以下の実施例において、実施例５、実施例１３～２３は参考例であって、本発明の範囲
に含まれるものではない。
実施例１～４及び比較例１～４
　表１に示す組成のマスカラ組成物を製造し、マスカラ皮膜の耐水性、マスカラ皮膜のク
レンジング性、化粧持続性、クレンジング性、及びボリューム感を評価した。結果を表１
に併せて示す。
【００３１】
（製造方法）
　９５℃で撹拌溶融した油相成分を、あらかじめ８５℃にて均一溶解させておいた水相成
分中に添加し、撹拌しつつ室温まで冷却した後、成分（Ａ）、成分（Ｂ）及びバランスで
ある精製水を添加して、撹拌した。その後、脱気することにより、水性マスカラ組成物を
得た。
【００３２】
（評価方法）
（１）マスカラ皮膜の耐水性：
　各マスカラをＰＥＴ製プレート（５×５cm）上に直径３cmの円形に塗布し、２５℃６５
％の環境下で２４時間乾燥させ、厚さ１００μｍの皮膜を作成した。
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　プレートを、新東科学株式会社製、摩擦試験機にセットし、水（２０℃）を０．５～１
mL／秒で滴下しながら、直径１０mmのステンレス球型センサーで、荷重５０ｇ、ストロー
ク２cm、速度６０回／分にて、繰り返し擦って皮膜が剥がれるまでの回数を測定した。プ
レートが水に浸らないようにするため、バットに高さ１cmの台を固定し、その台の上にセ
ットした。
【００３３】
（２）マスカラ皮膜のクレンジング性：
　各マスカラをＰＥＴ製プレート（５×５cm）上に直径３cmの円形に塗布し、２５℃６５
％の環境下で２４時間乾燥させ、厚さ１００μｍの皮膜を作成した。
　プレートを、新東科学株式会社製、摩擦試験機にセットし、温水（４０℃）を０．５～
１mL／秒で滴下しながら、直径１０mmのステンレス球型センサーで、荷重５０ｇ、ストロ
ーク２cm、速度６０回／分にて、繰り返し擦って皮膜が剥がれるまでの回数を測定した。
プレートが水に浸らないようにするため、バットに高さ１cmの台を固定し、その台の上に
セットした。
【００３４】
（３）化粧持続性：
　各マスカラを塗布後６時間経過後の状態について、女性モニター２０人により評価を行
い、化粧持続性に優れると評価した人数により判定した。
【００３５】
（４）クレンジング性：
　各マスカラを塗布後６時間経過後、女性モニター２０人による温水洗浄試験を行い、ク
レンジング性に優れると評価した人数により判定した。温水洗浄試験は、ぬるま湯（３８
～４０℃）をまつ毛になじませて、洗い流す方法で洗浄した。
【００３６】
（５）ボリューム感：
　各マスカラを塗布した直後の状態について、女性モニター２０人により評価を行い、ボ
リュームアップ効果に優れると評価した人数により判定した。
【００３７】
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【表１】

【００３８】
　表１の結果より、本発明のマスカラ組成物はいずれも、持続性、クレンジング性、ボリ
ュームアップ効果に優れたものであった。これに対し、成分（Ａ）又は成分（Ｂ）を含有
しないマスカラ組成物は、これらの性能のすべてを同時に満たすことはできなかった。
【００３９】
実施例５～２３
　実施例１～４と同様にして、表２～３に示す組成のマスカラ組成物を製造し、マスカラ
皮膜の耐水性、マスカラ皮膜のクレンジング性、化粧持続性、クレンジング性、及びボリ
ューム感を評価した。結果を表２～４に併せて示す。
【００４０】
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【表２】

【００４１】
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【表３】
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